
 令和５年度 佐賀県教育センター 個別実践研究 小・中学校各教科・領域等（基礎期の教員の指導力向上） 

授業デザイン FIRST STEP Vol.２ ―「情報を収集する」編― 
 

１ なぜ、問いの追究や解決に向けて生徒が「情報を収集する」必要があるの？ 

 

 

 

 

 
 
    

2 生徒が「情報を収集する」際に、教師が指導上留意することは？ 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民的分野  項目Ｄ 
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私は、学習課題 Bを選択します。フェアトレードについて追究したいです。 
１年生の地理の学習で、アフリカ州のプランテーション農業を学んだとき、輸出用のカカオ豆やコーヒー豆が現地
の人々の過酷な労働条件の下で生産されてきたことを知りました。その改善のためのフェアトレードの取組が、現
在の日本であまり広がっていないという記事を読み、どうすべきか考えたいと思い、次の学習計画を立てました。 

北俊夫『個を生かす社会科「学習の複線化」事典』、宗實直樹『社会科「個別最適な学び」授業デザイン理論編』等を基に作成 

国立教育政策研究所『「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料』pp.92-97 を基に作成  

今後の社会は、必要な情報を主体的に収集し、情報を活用して自分の考えを形成したり、課題を解
決したりすることが重要になるからです。 
中学校学習指導要領(平成 29 年告示)解説社会編では、目標の中に、「社会的事象等について調
べまとめる技能」を身に付けることが示されています。「社会的事象等について調べまとめる技能」を
構成する技能の１つとして、「情報を収集する技能」が挙げられています。 

中学校学習指導要領(平成 29年告示)解説社会編、文部科学省『「教育の情報化に関する手引」について』を基に作成 

各生徒が自分の興味・

関心のある、または得

意な分野である学習課

題を１つ選び、情報を

収集し、【第二次の問

い】を追究します。 

      

生徒が情報を収集する際は、各生徒が次のことを明確にする手立てを取ることが大切です。 

 
 

具体例として、課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた単元及び各生徒が①②③を明確に

するためのワークシートを以下に示します。 

 

 

① 追究の目的      ② 着目する視点     ③ 追究する内容と方法 

必要な情報をどの視点から集めるの
か、考えることができるようにします。 
まずは、教師が幾つかの視点を提示
し、その中から生徒が選択することか
ら始めましょう。 

〔課題を追究したり解決したりする活動を取り入れた単元〕 

第二次（計９時間） 
 

〔各生徒が①②③を明確にするためのワークシート〕 

① 

② 

③ 

何について、どのように考えるのかを
明らかにできるようにします。 
物事を比較したり、関連付けたり、多
面的・多角的に捉えたりするなど、
「考えるための技法」を活用するよう
促しましょう。 
※「考えるための技法」の詳細については、『中学校学

習指導要領(平成 29 年告示)解説総合的な学習の

時間編』pp.79-82 を御参照ください。 

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/pdf/hyouka/r020326_mid_shakai.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_012.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_012.pdf
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_012.pdf

